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導光板塑'性加工の技術開発
一投資判断のための技術開発一
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Thisstudydealswithacaseinwhichaproductanditsproductionprocess

equipmentweredevelopedconcurrently,usingthefimctionoftheproductasa

characteristicvaluefbrevaluatingtheprocessequipment,Theequipmentwas

plasticfbrmingequipmentfbralightguideplate、Theobjectiveswereto

improveperfbrmancebydevelopingtechnologyfbrthebasicequipment,andto

reduceinvestmentinperipheralequipment・Theseohjectiveswereachieved：

theＳ／Ｎratioofthebasicequipmentwasimprovedbyapproximatelyl4db;asa

result，peripheralequipmentbecameunnecessary，ａｎｄａｈｉｇｈｌｙｐｒoductive

processwasdesigned
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許容差を提示する。生産技術部門はそれを受け，規

格値と許容差を満足する設備を生産試作段階で構築

する，などである。つまり，製品開発部門と生産技

術部門は，本来，対象とする製品が同じであるにも

かかわらず，評価基準が異なっているのである。生

産技術部門が設備評価で測るべきものは，製品の機

能であるはずである。

品質工学の目的は，品質改善と原価低減の両方を

同時に行うことである。ＳＮ比の利得を品質改善だ

けではなく，その一部を，①生産速度向上に使う，

②管理幅を広げる，図面公差を広げることに利用す

ることでコストダウンも可能となる。ＳＮ比の利得

を品質改善とコストダウンにどのように配分するか

が経営戦略である。本研究は，製品の機能を塑性加

工設備評価の特性値として，塑`性加工設備を並行開
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弊社は，数年前より経営戦略として，組立型製品

の生産から，設備型製品の生産へ事業転換を図って

いる。設備型製品を生産するための設備投資コスト

は，組立型製品の生産よりも一般的に多い。設備型

製品の設備投資コストを低減する手段として，品質

工学の活用は有力であるが，個人もしくは部門別で

成果を上げるにとどまることが現状である。製品開

発部門は，製品設計を製品開発段階で機能を見た評

価を行い，生産技術部門へ寸法や形状等の規格値と
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